
　

植
物
を
混
植
し
た
時
、
互
い
に
生
育
が
よ

く
な
る
組
み
合
わ
せ
を
「
コ
ン
パ
ニ
オ
ン
プ

ラ
ン
ツ
（
共
栄
植
物
）」
と
呼
び
ま
す
。
一
緒

に
植
え
る
と
病
害
虫
の
被
害
が
軽
減
さ
れ
る

な
ど
、
収
量
や
品
質
が
向
上
す
る
関
係
で
す
。

そ
の
要
因
に
は
、
根
や
地
上
部
が
す
み
分
け

て
養
水
分
や
光
競
合
が
少
な
い
こ
と
、
チ
ッ

ソ
固
定
を
し
て
相
手
に
養
分
を
譲
る
作
用
、

植
物
に
含
ま
れ
る
天
然
化
学
物
質
に
よ
る
ア

レ
ロ
パ
シ
ー
（
他
感
作
用
）
な
ど
が
関
与
す

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ア
レ
ロ
パ
シ
ー
は
、
植
物
に
含
ま
れ
る
化

学
物
質
が
ほ
か
の
生
物
に
阻
害
や
促
進
な
ど
、

何
ら
か
の
影
響
を
お
よ
ぼ
す
現
象
で
、
動
く

こ
と
が
で
き
な
い
宿
命
を
も
つ
植
物
が
身
に

着
け
た
能
力
の
ひ
と
つ
だ
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
本
稿
で
は
、
こ
の
よ
う
な
コ
ン
パ
ニ

オ
ン
プ
ラ
ン
ツ
の
化
学
性
に
つ
い
て
紹
介
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

有
害
な
線
虫
を
減
ら
す
効
果
の
あ
る
植
物

を
「
対
抗
植
物
」
と
呼
び
ま
す
。
植
物
体
内

に
線
虫
を
殺
す
成
分
を
含
む
こ
と
が
多
く
、

キ
ク
科
の
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
、
マ
メ
科
の
ク

ロ
タ
ラ
リ
ア
、
ハ
ブ
ソ
ウ
、
サ
ン
ヘ
ン
プ
、

イ
ネ
科
の
野
生
エ
ン
バ
ク
、
ギ
ニ
ア
グ
ラ
ス
、

ソ
ル
ゴ
ー
な
ど
が
有
名
で
す
。

マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド

　

マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
は
メ
キ
シ
コ
原
産
の
キ

ク
科
植
物
で
す
。
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
を
栽
培

す
る
と
、
線
虫
防
除
に
効
果
が
高
い
こ
と
は

よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
最
も
広
範
囲
の
線

虫
に
防
除
効
果
を
示
し
ま
す
が
、
特
に
ネ
グ

サ
レ
セ
ン
チ
ュ
ウ
に
は
薬
剤
と
同
等
以
上
に

効
果
が
高
く
、
土
壌
深
層
（
４０
㎝
ま
で
効
果

が
あ
る
）
の
線
虫
に
も
効
果
が
あ
り
、
数
年

間
も
残
効
が
あ
る
と
さ
れ
ま
す
。
ネ
コ
ブ
セ

ン
チ
ュ
ウ
に
も
効
き
ま
す
が
、
や
や
効
果
が

劣
る
こ
と
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ア
フ

リ
カ
ン
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
、
フ
レ
ン
チ
マ
リ

ー
ゴ
ー
ル
ド
、
メ
キ
シ
カ
ン
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル

ド
の
３
種
が
あ
り
ま
す
。
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藤
ふじ

井
い

　義
よし

晴
はる

第８回

～アレロパシーを利用したこれからの農業～

←
マリーゴールド
「アフリカント
ール」。ネコブ
やネグサレセン
チュウの密度を
抑制。景観用に
もすぐれる。
←
マリーゴールド
で花が咲かない
品種「エバーグ
リーン」。花が
咲かないので株
の老化が遅い。

↑ネコブ、ネグサレセンチュウ
の密度を抑制する、ギニアグ
ラス「ナツカゼ」。乾燥に耐え、
耐病性にすぐれる。

ヘアリーベッチ

クリーピングタイム

アップルミント

マリーゴールドマリーゴールド

マリーゴールド

クロタラリア

ナスタチューム



　

マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
に
含
ま
れ
る
殺
線
虫
物

質
と
し
て
、ア
ル
フ
ァ
・
テ
ル
チ
エ
ニ
ル（
第

１
図
①
）
と
い
う
物
質
が
体
内
に
含
ま
れ
て

い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
物

質
は
光
増
感
反
応
と
い
っ
て
、
光
が
当
た
る

と
阻
害
作
用
が
強
く
な
る
こ
と
が
知
ら
れ
、

微
生
物
や
植
物
へ
の
阻
害
作
用
も
強
く
、
栽

培
す
る
と
雑
草
抑
制
効
果
も
期
待
で
き
ま
す
。

　

播
種
量
は
１０
ａ
当
た
り
０
・
３
〜
０
・
５

㎏
程
度
で
、
春
か
ら
夏
に
３
カ
月
以
上
栽
培

す
る
と
、
土
壌
中
の
線
虫
密
度
は
大
幅
に
低

下
し
ま
す
。
黄
色
や
オ
レ
ン
ジ
色
の
美
し
い

花
を
つ
け
る
の
で
景
観
形
成
に
も
す
ぐ
れ
て

い
ま
す
。
「
ア
フ
リ
カ
ン
ト
ー
ル
」
や
「
グ

ラ
ン
ド
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
な
ど
の
品
種
が
あ

り
ま
す
。
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
に
は
線
虫
だ
け

で
な
く
、
オ
ン
シ
ツ
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
、
ヤ
ガ
、

ミ
ナ
ミ
キ
イ
ロ
ア
ザ
ミ
ウ
マ
な
ど
の
害
虫
を

防
ぐ
効
果
も
あ
り
ま
す
。

　

神
奈
川
県
三
浦
半
島
の
ダ
イ
コ
ン
産
地
で
、

マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
を
線
虫
防
除
に
実
用
化
さ

れ
て
い
た
の
は
有
名
で
す
。
し
か
し
花
が
咲

く
と
オ
オ
タ
バ
コ
ガ
の
幼
虫
の
餌
に
な
る
こ

と
か
ら
作
付
け
は
減
少
し
ま
し
た
が
、
こ
れ

を
克
服
す
る
た
め
に
花
が
咲
か
な
い
品
種
の

「
エ
バ
ー
グ
リ
ー
ン
」
が
開
発
さ
れ
、
今
後

の
線
虫
対
策
に
有
望
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

エ
ン
バ
ク
の
野
生
種
（Avena strigosa
）

も
線
虫
抑
制
作
用
が
強
い
緑
肥
と
し
て
知
ら

れ
て
い
ま
す
。
「
ネ
グ
サ
レ
タ
イ
ジ
」
な
ど

エ
ン
バ
ク
野
生
種
の
品
種
が
販
売
さ
れ
て
い

ま
す
。
普
通
の
エ
ン
バ
ク
で
は
ネ
グ
サ
レ
セ

ン
チ
ュ
ウ
を
増
や
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
ら
の
エ
ン
バ
ク
野
生
種
は
、
ネ
グ
サ
レ

セ
ン
チ
ュ
ウ
の
密
度
を
大
幅
に
減
ら
し
ま
す
。

　

エ
ン
バ
ク
野
生
種
の
効
果
は
マ
リ
ー
ゴ
ー

ル
ド
よ
り
や
や
弱
く
、
土
壌
に
残
効
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
生
育
速
度
が
速
く
、
マ
リ
ー
ゴ

ー
ル
ド
の
２
倍
の
草
重
が
あ
り
雑
草
抑
制
効

果
も
高
い
特
長
が
あ
り
ま
す
。
鋤
き
込
み
後

の
腐
熟
は
早
く
、
鋤
き
込
み
後
２０
日
で
ダ
イ

コ
ン
の
播
種
が
可
能
な
た
め
好
ま
れ
ま
す
。

　

エ
ン
バ
ク
野
生
種
に
は
線
虫
抑
制
物
質
が

含
ま
れ
て
い
て
、
雑
草
抑
制
効
果
も
強
い
の

で
す
が
、
そ
の
本
体
は
ま
だ
明
ら
か
で
は
な

く
、
今
後
の
解
明
が
望
ま
れ
ま
す
。

　

最
近
、
エ
ン
バ
ク
野
生
種
に
は
キ
ス
ジ
ノ

ミ
ハ
ム
シ
の
密
度
を
抑
制
す
る
効
果
も
明
ら

か
に
さ
れ
、
ダ
イ
コ
ン
の
前
作
と
し
て
栽
培

が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
有
効
成
分
と

し
て
、
１
‐
ヘ
キ
サ
コ
サ
ノ
ー
ル
（
第
１
図

②
）
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

ク
ロ
タ
ラ
リ
ア

　

マ
メ
科
の
ク
ロ
タ
ラ
リ
ア
類
に
は
、
サ
ン

ヘ
ン
プ
（Crotararia juncea

）（
品
種
「
ネ

マ
コ
ロ
リ
」）、
ク
ロ
タ
ラ
リ
ア
・
ス
ペ
ク
タ

ビ
リ
ス
（C.

spectabilis

）（
品
種
「
ネ
マ
キ

ン
グ
」）、
ク
ロ
タ
ラ
リ
ア
・
ブ
レ
ビ
フ
ロ
ー

ラ
（C.

breviflora

）（
品
種
「
ネ
コ
ブ
キ
ラ

ー
」）
な
ど
が
あ
り
、
ネ
コ
ブ
セ
ン
チ
ュ
ウ

に
も
ネ
グ
サ
レ
セ
ン
チ
ュ
ウ
に
も
、
ま
た
、

ダ
イ
ズ
シ
ス
ト
セ
ン
チ
ュ
ウ
に
も
抑
制
効
果

が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ク
ロ
タ
ラ
リ
ア

に
含
ま
れ
る
殺
線
虫
物
質
と
し
て
、
モ
ノ
ク

ロ
タ
リ
ン
（
第
１
図
③
）
な
ど
の
ア
ル
カ
ロ

イ
ド
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
ク
ロ
タ
ラ
リ
ア
は
暖
地
向
き
で

す
。
ス
ペ
ク
タ
ビ
リ
ス
は
広
範
囲
の
線
虫
に

効
果
が
あ
り
ま
す
が
、
サ
ン
ヘ
ン
プ
は
キ
タ

ネ
グ
サ
レ
セ
ン
チ
ュ
ウ
を
増
や
す
の
で
注
意

が
必
要
で
す
。

ハ
ッ
シ
ョ
ウ
マ
メ

　

本
連
載
の
第
４
回
で
紹
介
し
た
ハ
ッ
シ
ョ

ウ
マ
メ
（
ム
ク
ナ
）
は
、
線
虫
の
不
適
当
な

宿
主
と
の
報
告
が
あ
り
、
根
か
ら
出
る
物
質

で
線
虫
を
殺
す
ほ
ど
の
効
果
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
ハ
ッ
シ
ョ
ウ
マ
メ
を
栽
培
す
る
と
、
線

虫
が
世
代
を
繰
り
返
す
こ
と
が
で
き
ず
、
圃ほ

場
の
線
虫
密
度
が
下
が
る
と
の
報
告
が
あ
り

ま
す
。

　

コ
ン
パ
ニ
オ
ン
プ
ラ
ン
ツ
の
中
に
は
、
ミ

ン
ト
や
ゼ
ラ
ニ
ウ
ム
の
よ
う
に
虫
が
嫌
う
に

お
い
を
出
す
な
ど
し
て
寄
せ
つ
け
な
い
植
物

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
植
物
を
「
忌
避

植
物
」
と
呼
び
ま
す
。
タ
イ
ム
、
ミ
ン
ト
、

カ
モ
ミ
ー
ル
、
セ
イ
ジ
と
い
っ
た
ハ
ー
ブ
類

に
こ
の
作
用
が
強
く
、
レ
モ
ン
グ
ラ
ス
、
ユ

第１図　コンパニオンプランツに関与する天然物質

①アルファ・テルチエニル

②１-ヘキサコサノール

③モノクロタリン

58　2014 タキイ最前線 夏号

↑マリーゴールド「グランドコ
ントロール」。 特にキタネグ
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を抑制するクロタラリア「ネ
コブキラー」。 やせ地でもよ
く生育する。



ー
カ
リ
、
ニ
オ
イ
ゼ
ラ
ニ
ウ
ム
は
蚊
を
忌
避

す
る
と
い
わ
れ
ま
す
。

ア
ッ
プ
ル
ミ
ン
ト

　

シ
ソ
科
の
ミ
ン
ト
の
仲
間
で
よ
い
香
り
が

す
る
成
分
を
含
み
、
畦け

い

畔は
ん

や
家
庭
の
庭
に
も

好
評
で
す
。
北
海
道
や
長
野
県
で
は
、
畦
畔

管
理
に
ア
ッ
プ
ル
ミ
ン
ト
を
用
い
、
雑
草
と

カ
メ
ム
シ
の
害
を
防
ぐ
「
ミ
ン
ト
米
」
と
し

て
栽
培
さ
れ
て
好
評
の
よ
う
で
す
。

　

農
水
省
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
畦
畔
に
植
え

て
天
敵
を
増
や
す
植
物
を
評
価
し
た
時
に
最

も
よ
い
成
績
を
示
し
ま
し
た
。
雑
草
を
抑
制

し
、
天
敵
を
呼
び
害
虫
を
忌
避
す
る
成
分
に

つ
い
て
は
現
在
研
究
中
で
す
。

ク
リ
ー
ピ
ン
グ
タ
イ
ム

　

著
者
ら
が
こ
れ
ま
で
に
圃
場
や
法の

り

面め
ん

に
植

え
て
植
生
を
管
理
す
る
植
物
を
検
索
し
た
結

果
、
雑
草
抑
制
能
が
強
く
管
理
し
や
す
い
被

覆
植
物
と
し
て
選
抜
さ
れ
た
植
物
の
ひ
と
つ

で
す
。

　

兵
庫
県
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー
の
福
島
昭
さ

ん
が
現
地
で
被
覆
植
物
を
栽
培
す
る
試
験
を

行
っ
た
結
果
、
１０
年
後
に
生
き
残
っ
て
ほ
ぼ

完
ぺ
き
に
雑
草
を
抑
制
し
て
い
た
の
は
ク
リ

ー
ピ
ン
グ
タ
イ
ム
で
し
た
。
ア
レ
ロ
パ
シ
ー

活
性
が
強
く
、
病
害
虫
の
被
害
も
ほ
と
ん
ど

な
く
、
雑
草
化
の
恐
れ
も
少
な
い
の
で
お
す

す
め
の
被
覆
植
物
で
す
。

　

体
内
物
質
に
よ
っ
て
特
定
の
害
虫
を
引
き

寄
せ
る
植
物
を
「
お
と
り
植
物
」
と
呼
び
ま

す
。
例
え
ば
、
ナ
ス
タ
チ
ュ
ー
ム
は
ア
ブ
ラ

ム
シ
を
、
カ
ラ
シ
ナ
は
カ
メ
ム
シ
を
引
き
寄

せ
る
作
用
が
あ
り
ま
す
。
本
連
載
の
第
７
回

で
紹
介
し
た
ク
レ
オ
メ
も
、
畑
で
栽
培
す
る

と
ア
ブ
ラ
ナ
科
に
つ
く
害
虫
を
強
く
引
き
寄

せ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
ク
レ
オ
メ
が

ア
ブ
ラ
ナ
科
害
虫
を
引
き
寄
せ
る
成
分
は
メ

チ
ル
イ
ソ
チ
オ
シ
ア
ネ
ー
ト
（
第
２
図
④
）

で
す
。

　

害
虫
を
引
き
寄
せ
る
「
お
と
り
」
と
し
て
、

こ
の
よ
う
な
作
用
が
あ
る
植
物
を
使
っ
て
一

網
打
尽
に
や
っ
つ
け
る
な
ど
、
目
的
の
作
物

を
守
る
利
用
法
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

伝
統
農
法
で
ネ
ギ
や
ニ
ラ
を
混
植
す
る
と

カ
ン
ピ
ョ
ウ
の
病
害
を
防
止
で
き
る
こ
と
が
、

栃
木
県
の
農
家
の
知
恵
と
し
て
伝
承
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　

元
・
栃
木
県
農
試
の
木
嶋
利
男
氏
は
、
ネ

ギ
の
根
に
共
生
す
る
微
生
物
が
作
る
抗
菌
物

質
ピ
ロ
ー
ル
ニ
ト
リ
ン
（
第
２
図
⑤
）
と
ネ

ギ
の
根
か
ら
出
る
ア
リ
シ
ン
（
第
２
図
⑥
）

が
病
原
菌
を
抑
え
る
こ
と
を
解
明
し
、
ト
マ

ト
、
キ
ュ
ウ
リ
、
ス
イ
カ
な
ど
の
病
害
防
止

に
有
効
な
こ
と
を
実
証
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
本
連
載
で
紹
介
し
て
き
た
、

ヘ
ア
リ
ー
ベ
ッ
チ
や
ハ
ッ
シ
ョ
ウ
マ
メ
（
ム

ク
ナ
）
は
、
広
葉
の
雑
草
に
対
す
る
抑
制
効

果
は
高
い
が
、
イ
ネ
科
植
物
を
抑
制
し
な
い

の
で
、
ム
ギ
類
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
サ
ト
ウ

キ
ビ
、
イ
ネ
、
お
よ
び
根
が
深
い
果
樹
や
樹

木
と
の
相
性
が
よ
く
、
こ
れ
ら
の
作
物
の
コ

ン
パ
ニ
オ
ン
プ
ラ
ン
ツ
と
い
え
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
、
共
栄
関
係
が
示
唆
さ
れ
て

い
る
組
み
合
わ
せ
に
、
一
部
相
性
の
悪
い
組

み
合
わ
せ
も
付
記
し
て
、
別
表
に
ま
と
め
ま

し
た
。
こ
の
表
は
、「
共
栄
植
物
と
そ
の
利
用
」

（
１
９
７
５
、
現
在
絶
版
）
と
い
う
本
に
あ

げ
ら
れ
て
い
る
事
例
を
基
に
作
成
し
た
も
の

で
す
。
そ
の
内
容
は
、
実
際
に
栽
培
し
た
時

の
観
察
を
羅
列
し
た
も
の
で
、
こ
の
す
べ
て

の
組
み
合
わ
せ
が
科
学
的
に
証
明
さ
れ
て
認

め
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
こ
れ
ら
の
組
み
合
わ
せ
の
中
に
は
、

マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
や
ヘ
ア
リ
ー
ベ
ッ
チ
な
ど

化
学
成
分
が
明
ら
か
に
な
り
、
作
用
が
解
明

さ
れ
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　

今
後
、
こ
の
よ
う
な
関
係
が
科
学
的
に
研

究
さ
れ
、
農
耕
地
を
生
態
的
に
管
理
・
保
全

す
る
植
物
と
し
て
有
効
利
用
さ
れ
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
ま
す
。
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コンパニオンプランツに関与する天然物質

⑤ピロールニトリン ⑥アリシン

④メチルイソチオシアネート

※ハッショウマメなどタキイでは取り扱いのないものもございます。ご了承ください。（編集部）
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表　共栄関係が示唆されている組み合わせ（一部相性の悪い組み合わせも付記した）

Ａ欄 Ｂ欄 作用
アカザ科植物

ホウレンソウ
オランダイチゴ よい関係にある
ダイコン、キャベツ 葉形が共生に適する

アカザ、シロザ 根菜類、キュウリ ともに生育を助ける
アブラナ科植物

キャベツ、レタス、
ケール、カリフラワ
ー、ブロッコリー、
コールラビ

トマト、サルビア、ハ
ッカ類、ニガヨモギ、
ほかのハーブ類

Ｂ欄の植物は、アブラナ科
の害虫であるモンシロチョ
ウを追い払う

コールラビ トマト、ツルインゲン 上記の例外で、ともに有害
作用

アブラナ科（カブ） マメ科植物 お互いに有益である

レタス
ニンジン、オランダイ
チゴ、ダイコン、タマ
ネギ

ともに生育がよくなる

イネ科植物

イネ

タマネギ 輪作して相性がよい
ヒエ 混植して病害虫を防除する

コナギ コナギがほかの雑草を抑制
する

コムギ トウモロコシ 共栄関係にある
エンバク 野生のカラシナ 共栄関係にある
ソルガム ダイズ ともに生育がよくなる

トウモロコシ

マメ類 チッソ固定で生育をよくする
ジャガイモ ジャガイモとは相性がよい
トマト トマトとは相性が悪い
ウリ類（キュウリ、メ
ロン、カボチャ）

ウリ類はトウモロコシによ
って保護効果を受ける

ライムギ
コムギ ライムギが雑草を抑制しコ

ムギの生育をよくする

パンジー 少量のパンジーはライムギ
によい

ウリ科植物

キュウリ

トウモロコシ、ジャガ
イモ、キャベツ、ダイ
コン、ヒマワリ

キュウリはある程度日陰で
もよい

インゲン お互いに生育がよくなる
エノコログサ、アカザ キュウリ萎凋病を防ぐ

カボチャ
トウモロコシ、メロン ともに生育がよくなる
ジャガイモ お互いに生育が悪くなる

カンキツ類 ゴムの木、グアバ、カ
シワの類

Ｂ欄の植物はカンキツの木
を保護する

キク科植物

カミツレ

ハッカ ハッカの精油含量を増大する

コムギ コムギの１/��� 量で生育促
進作用あり

タマネギ、キャベツ 生育促進（ただし、いずれも
カミツレの含量が少ない時）

マリーゴールド トマト、ジャガイモ、
マメ類、多くの作物

マリーゴールドが土壌中の
線虫を殺す

セイヨウノコギリソウ 薬草・香草 薬草・香草の品質を向上さ
せる

キンポウゲ科植物 クローバなどのマメ科
植物

キンポウゲ科植物はマメ科
植物の根粒菌を阻害し、マ
メ科植物の生育を抑制する

シソ科植物

サルビア 野菜類（キャベツなど） サルビアは野菜の生育をよ
くする

ラベンダー エニシダ 地中海地方でともに共生する

ハッカ類（スペアミ
ント、ペニーロイヤ
ルミントなど）

多くの作物
ハッカ類はアリ、モンシロ
チョウ、カメムシなどの害
虫を追い払う

Ａ欄 Ｂ欄 作用
セリ科植物
チャービル ダイコン お互いに有益

セルリー
マメ科植物（ベッチ、
インゲンなど）、ニラ、
ネギ、インゲンなど

ベッチ類とは前後作として
相性がよい

インゲン、ニラ、ネギとは
混植して生育がよくなる

パセリ トマト、バラ よい影響を与える

アニス コリアンダー 一緒に播種すると発芽・生
育ともによくなる

ニンジン
マメ科・アブラナ科植
物、タマネギ、ネギ、
トマト、トウガラシ

ともに生育を助ける

特に砂壌土で共栄関係にある

ナス科植物

ジャガイモ

マメ科（インゲン、エ
ンドウ、ソラマメ）、
イネ科（トウモロコシ、
ライムギ）、アブラナ
科（キャベツ）

ともに生育がよくなる

ワサビダイコン、エス
パルツエット（イガマ
メ）、ホトケノザ、ノ
ウゼンハレン

Ｂ欄の植物を境栽植物とし
て少量栽培するとジャガイ
モの生育を助ける

トウガラシ 共栄関係にある
ナス マメ科植物、ピーマン ともに生育がよくなる

トマト
アスパラガス、パセリ、
イラクサ、キュウリ、
トウガラシ、ニンジン

ともに生育がよくなる

ピーマン そ菜類、エダマメ ともに生育がよくなる
バラ科植物

イチゴ インゲン、レタス、
ホウレンソウ、ネギ ともに生育がよくなる

バラ ニンニク、タマネギ、
パセリ、ピーマン 相互に収量、品質がよくなる

ユリ科植物

アスパラガス トマト アスパラガスが雑草を抑制
し、ともに生育がよくなる

タマネギ キャベツ、レタス、ビ
ート、ニンジン ともに生育がよくなる

ネギ
リンゴ ネギはリンゴのそうか病を

防ぐ
セルリー、ニンジン ともによく生育する
ダイコン、レタス 輪作するとよい

ニンニク
ベッチ（Vicia）、レタ
ス、果樹（ブドウ、モモ、
リンゴ、ラズベリー）

生育を促進する

タマネギ、ニンニク、
エシャロット マメ類 タマネギ、ニンニクはマメ

類の生育を阻害する
マメ科植物

インゲン類、ソラマ
メ類　、エンドウ類

イネ科作物、ジャガイ
モ、ニンジン、セルリ
ー、テンサイ、キュウ
リ、キャベツ、カブ、
イチゴ

Ｂ欄の組み合わせは、とも
に生育を助長する

例外として、インゲンとカ
ブ、カンラン、ビートは相
性が悪い

ソラマメ、ヘアリー
ベッチ、コモンベッ
チ

ホウレンソウ 間作して相性よし
イネ科作物（エンバク、
ライムギ）

ベッチ類は緑肥としてイネ
科を助ける

果樹 ベッチ類は果樹の下草とし
てよい関係にある

アルファルファ、ク
ローバ類

タンポポ、イネ科牧草
類 ともによく育つ

好相性 相性悪


